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１。はじめに
１８９１（明治２４）年１０月２８日に発生した濃尾地震は、岐阜県本巣郡根尾村付近を震源

とする、いわゆる直下型地震（Ｍ≒８．０）であり（宇佐美、１９８７）、岐阜県や愛知県を
中 心 に 大 被 害 を も た ら し た 。 こ の と き 、 北 西 方 向 か ら 南 東 方 向 に 雁 行 し て 連 な る 延 長
約８０ｋｍの濃尾地震断層系が出現した（松田、１９７４）。これらは北から、温見・黒津・
根 尾 谷 ・ 梅 原 な ど の 各 地 震 断 層 で あ り 、 い ず れ も 左 横 ず れ の 卓 越 し た 動 き を 示 し て い
た。そして、その水平変位量は根尾谷断層中地区で最大７．４ｍにも達した（林、１９７１）。
梅 原 断 層 は 他 の 地 震 断 層 と や や 性 質 が 異 な っ て 上 下 の 動 き が 大 き く 、 断 層 線 の 北 な

い し 北 東 側 （ 上 流 側 ） が 相 対 的 に 沈 降 し た の で、 数 カ 所 に 湖 沼 が 地 震 後 に 出 現 し た 。
特 に 規 模 の 大 き な 陥 没 は 、 岐 阜
県 高 富 町 の 深 瀬 地 区 と 梅 原 地 区
に 出 現 し た 。 そ れ ら の 深 さ は １ ～
３ｍで、面積はそれぞれ、２２０ｈａ
と２５ｈａに及んだ。このような地
震 に 伴 う 沈 降 は 、 過 去 に も 梅 原
断 層 沿 い の ほ ぼ 同 じ と こ ろ に 繰
り 返 して 現 れ 、 そ の 後 の 長 い 期
間 を 通 し て 徐 々 に 埋 め 立 て ら れ
てきたと推定される。そこで、
陥没の起きた土地で深度２５ｍに
達 す る ボ ー リ ン グ 調 査 を 実 施 し
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た 。 そ し て 、 過 去 の 地 震 時 の 陥 ３ ５ ° ３ ０ ’ Ｎ

没 に 伴 う 堆 積 環 境 の 変 化 か ら 、

梅 原 断 層 の 活 動 履 歴 を 推 定 で き
た の で こ こ に 報 告 す る 。

２ 。 ヽ ｀ 尾 地 震 断 層 系 の 概

温 見 ・ 黒 津 ・ 根 尾 谷 の 各 地 震

断 層 に 沿 っ て 、 濃 尾 地 震 時 の 左
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横 ず れ と 調 和 的 な 断 層 変 位 地 形 が 随 所 に 認 め ら れ る 。 温 見 断 層 は 尾 根 ・ 谷 の 左 横 ず れ
が最大１、０００ｍ程度であり、活動度はＡ～Ｂ級の活断層とされている（活断層研究会、
１９９１）。黒津断層は尾根・谷の左横ずれが最大２５０ｍ程度とされており、Ｂ～Ｃ級の活
断層とされている（活断層研究会、１９９１）。
根 尾 谷 断 層 に 沿 う 地 域 で は 、 断 層 線 を 境 に 河 谷 は 系 統 的 に 左 屈 曲 し て お り 、 そ の ず

れの量は、最大２ｋｍにも達する（松田・岡田、１９６８；井関・守屋、１９６８；松田、１９７４）。
この横ずれの量は、１８９１年の濃尾地震の際に生じた横ずれ量よりもはるかに大きい。
す な わ ち 、 濃 尾 地 震 の 時 に 生 じ た 断 層 運 動 と 同 じ 様 な 動 き が 、 根 尾 谷 断 層 に 沿 っ て 過
去 に も 繰 り 返 さ れ 、 そ の 変 位 が 累 積 さ れ て 、 大 き な 左 横 ず れ を 示 す 地 形 が 形 成 さ れ た
と考えられている。根尾谷断層に沿う中地区では、低位段丘面を開析する谷が２８ｍの左
横 ず れ を 受 け て い る 。 こ の 河 成 段 丘 面 を 覆 う 湖 沼 性 積 物 に 含 ま れて い た 材 の １ ４ Ｃ 年 代
は１４、４７０年前であった。したがって、２８ｍの左横ずれの谷はそれ以降に形成されたも
のである。これから計算される平均変位速度は約２ｍ／１、０００年であり、根尾谷断層はＡ

級下位の活断層であると考えられる（活断層研究会、１９９１：岡田・松田、１９９２）。
梅 原 断 層 は 、 前 述 の 各 断 層 と は 異 な り 、 幅 の 広 い 谷 底 平 野 を 横 切 る た め に 、 断 層 変

位 地 形 が 不 明 瞭 で あ
る 。 梅 原 断 層 は 濃 尾
地 震 時 に 生 じ た 地 変
の 連 な り か ら 、 岐 阜
県 関 市 の 何 カ 所 か で
下 位 ～ 中 位 の 河 成 段
丘 面 （ 鵜 沼 面 ～ 各 務
原 面 ） を 横 切 っ て い
る と 考 え ら れ る 。 し
か し な が ら 、 こ れ ら
の 河 成 段 丘 面 に は 断
層 変 位 の 累 積 を 示 す
地 形 は ほ と ん ど 認 め
ら れ な い 。 ま た 、 梅
原 断 層 高 田 地 区 で 行
わ れ た ト レン チ 調 査
に よ っ て 明 ら か に さ
れ た 濃 尾 地 震 以 前 の
イベントは、２０、０００
年前と２８、０００年前で
あ る 。 こ の よ う な こ
と か ら 、 梅 原 断 層 の
活 動 度 は 、 根 尾 谷 断
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層 と 比 べ て 相 当 に 低 く ， Ｂ ～ Ｃ 級 で あ る と 考 え ら れ て い る （ 岡 田 ， １ ９ ８ ６ ： 活 断 層 研 究

会，１９９１：梅原断層トレンチ調査団，１９９２）。

３ 。 掘 削 結 果
１ ） 掘 削 地 点 の 場 所 お よ び 掘 削 方 法
掘 削 を 行 っ た の は 、 岐 阜 県 山 県 郡 高 富 町 梅 原 地 区 の 水 田 で 、 濃 尾 地 震 の 際 に 陥 没 が

生じ、湖沼が出現した場所である。また、本地点の北西約５００ｍの地点では１９８１年にト
レンチ調査が行われており（梅原断層トレンチ調査団、１９９２）、ボーリングによるイ
ベ ン ト の 認 定 の 有 効 性 を ク ロ ス チ ェ ッ ク で き る 場 所 で あ る と 考 え ら れ る 。
掘 削 は シ ン ウ ォ ール ・ サ ン プ ラ ー を 用 い 、 深 度 ２ ５ ｍ の オ ール コ ア を 採 取 し た 。

２ ） 堆 積 物 の 層 相 お よ び 年 代

堆 積 物 の 層 相 は 以 下 の よ う で あ っ た 。
- ２ ５．０ｍ～ - ２ ４．７ｍ：砂疎

- ２ ４ ． ７ ｍ ～ - ２ ４ ． ４ ｍ ： 暗 褐 色 腐 植 質 シ ル ト

ー ２ ４ ． ４ ｍ ～ - １ ９ ． ５ ｍ ： 青 灰 色 砂 質 シ ル ト ， 砂 喋 の 互 層

- １ ９ ． ５ ｍ ～ - １ ８ ． ８ ｍ ： 暗 褐 色 腐 植 質 シ ル ト

ー１８．８ｍ～ -１７．０ｍ：砂疎

- １ ７ ． ０ ｍ ～ - １ ６ ． ３ ｍ ： 暗 褐 色 腐 植 質 シ ル ト

ー １ ６ ． ３ ｍ ～ - １ ３ ． ６ ｍ ： 青 灰 色 砂 質 シ ル ト ， 細 砂 ， 砂 疎 の 互 層

- １ ３ ． ６ ｍ ～ - １ ０ ． １ ｍ ： 暗 ～ 茶 褐 色 泥 炭 質 シ ル ト ， 泥 炭 の 互 層

- １ ０ ． １ ｍ ～ - ８ ． ３ ｍ ： 青 灰 色 疎 混 じ り 砂 質 シ ル ト ， 細 砂 ～ 中 砂

- ８ ． ３ ｍ ～ - １ ， ０ ｍ ： 暗 ～ 茶 褐 色 泥 炭 質 シ ル ト ， 泥 炭 の 互 層 （ - ４ ． ０ ｍ に 火 山 灰 を 挟 む ）

堆 積 物 の 年 代 は 以 下 の よ う に 得 ら れ た 。
- １ ０ ． ２ ｍ （ 泥 炭 ） ３ １ ， ８ ３ ０ 士 ５ １ ０ ｙ ｒ ． Ｂ ． Ｐ ．

-１６．３ｍ（泥炭中の植物質）４６，６００士１，３８０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．

-２４．６ｍ（泥炭中の植物質）５８，５５０土三ミミ辿０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．

（ＮＩＪＴＡ-１６９１）

（ＮＵＴＡ-１６６７）

（ＮｔＪＴＡ-１６６６）

- ４ ． ０ ｍ の 火 山 灰 層 は 、 ｂ ｕ ｂ ｂ ｌ ｅ ｗ ａ □ 型 の 火 山 ガ ラ ス を 主 体 と し 、 そ の 屈 折 率 の 平 均 値 は

１ ． ５ ０ ０ で あ っ た 。 こ の よ う な 特 徴 か ら 、 こ の 火 山 灰 層 は 、 南 九 州 の 姶 良 カ ル デ ラ よ り 噴

出 し た 、 Ａ Ｔ 火 山 灰 （ 町 田 ・ 新 井 、 １ ９ ７ ６ ） に 対 比 さ れ る と 考 え ら れ る 。 Ａ Ｔ 火 山 灰 層 の 年

代 は 、 町 田 ・ 新 井 （ １ ９ ７ ６ ） に よ れ ば 約 ２ ２ 、 ０ ０ ０ 年 前 と さ れ た が 、 松 本 ほ か （ １ ９ ８ ７ ） に よ
れば、約２４、７００年前とされている。

４ 。考察
濃 尾 地 震 の 際 に は 、 梅 原 断 層 の 活 動 に 伴 っ て 北 東 側 （ 河 川 の 上 流 側 ） が 相 対 的 に 沈

降 し た の で 、 地 震 後 に 湖 沼 が 出 現 し た 。 人 工 的 に 排 水 が 行 わ れ な い 自 然 状 態 で は 、 長
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期 に わ た っ て こ の よ う な 湖 沼 状 態 が 継 続 し 、

青 灰 色 の 粘 土 ～ シ ル ト 層 が 堆 積 す る と 考 え

ら れ る 。 す な わ ち 、 地 震 時 の 急 激 な 沈 降 に

よ っ て 水 深 が 増 す の で 、 そ れ ま で 徐 々 に 堆

積 し て い た 腐 植 層 を シ ル ト ～ 砂 層 が 覆 う 。

さ ら に 、 湖 沼 が 埋 積 さ れ て い く 過 程 で 、 シ

ル ト ～ 砂 層 が 腐 植 層 に 漸 移 し て い く と み な

さ れ る 。 こ の よ う な 堆 積 相 の 変 化 を 認 定 す

る こ と に よ っ て 梅 原 断 層 の 活 動 履 歴 が 推 定

で き る と 考 え ら れ る 。

今 回 、 採 取 し た 柱 状 試 料 で は 、 - ２ ４ ． ４ ｍ 、
-１６．３ｍ、 -１０．１ｍの層準で下位の腐植層が

上 位 の シ ル ト ～ 砂 層 に 覆 わ れ て い る 。 そ れ

らの年代はそれぞれ、５８、６００年前、４６、６００

年前、３１、８００年前であった。
ところで、５８、６００年前を示す年代値は、

加 速 器 質 量 分 析 法 に よ っ て 得 ら れ る 、 古 い

年 代 の 限 界 値 に 極 め て 近 い こ と か ら 、 実 際

の 年 代 は 、 得 ら れ た 年 代 値 よ り も 古 い 可 能

性 が 高 い 。 こ れ ら の こ と か ら 、 １ ０ ０ 年 前 、

３１、８００年前、４６、６００年前、５８、６００年前以前

に 、 地 震 に 伴 う 沈 降 が 生 じ 、 本 地 点 の 堆 積

環 境 が 急 変 し た こ と が 推 定 さ れ る 。
と こ ろ で 、 梅 原 断 層 高 田 地 区 の ト レ ン チ

調 査 に よ っ て 明 ら か に さ れ た イ ベ ン ト は 、

１００年前の濃尾地震時、約２０、０００年前、

２８、０００年前とそれ以前に３回の計６回である。

こ れ ら の う ち 、 ト レン チ 調 査 に よ る ２ ８ 、 ０ ０ ０

年 前 の イ ベ ン ト は 、 ボ ー リ ン グ 調 査 に よ っ

て 明 ら か と な っ た ３ １ 、 ８ ０ ０ 年 前 の イベ ン ト に

対 応 す る 可 能 性 が 高 い 。
こ の よ う な こ と か ら 、 梅 原 断 層 の 活 動 周

期は、約１５、０００年～３０、０００年程度と推定さ

れ る 。 こ の 値 は 、 根 尾 谷 断 層 の 活 動 周 期 が

数 千 年 で あ る （ 岡 田 ・ 松 田 、 １ ９ ９ ２ ） の に 対

し て １ 桁 大 き く 、 梅 原 断 層 の 活 動 度 は 、 同

じ 濃 尾 地 震 断 層 系 の 根 尾 谷 断 層 と 比 べ て 明

ら か に 小 さ い と み な さ れ る 。
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